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１　要旨
　本日、財務部長から、各部局長、教育部長、警察本部長、企業局長、がんセン
ター局長に対して、令和９年度当初予算の編成要領を通知した。

２　本文
　
　令和９年度当初予算編成要領（通知）

　本県を取り巻く環境は、物価高騰の長期化、想定を超える自然災害への対応な
ど、県民のくらしに直接関わる課題が浮き彫りになる一方で、ＡＩをはじめとする
技術の急速な進展により生活や働き方のあり方の変化が求められている。
　また、策定した「２０４０基本指針」が示すとおり、人口減少と人口構造が変化
する中で、労働力不足に伴う経済規模の縮小、社会保障関係経費の増大、地域間人
口格差の拡大などの課題への速やかな対応を求められている。
　あわせて、国は「責任ある積極財政」の下、成長産業への投資、消費税の減税、
就業者負担軽減支援金の導入などの施策を展開しつつある。
　このような中で、本県の来年度当初予算編成にあたっては、県民の安心・安全の
確保と県民生活の豊かさの更なる向上を目指し、未来への積極投資と財政の健全化
を進める両利き予算の深化を図っていくこととする。
　具体的には、１本県産業の持続的発展につなげるためのＡＸの推進や未来への投
資の充実、２県民の安全・安心を支える体制づくり、３官民連携の更なる展開によ
る活力の向上、この３点を重点テーマとしつつ、しずおかウェルビーイングプラン
が目指す「幸福度日本一の静岡県」の実現に向けて施策を展開していくこととす
る。
　政策の実現には、安定的な財政運営が必要であることから、ＬＧＸ宣言の５つの
視点の下、歳入の確保と歳出の見直しを行い、資金手当債の発行抑制など中期財政
計画工程表に定めた目標の達成に注力することとする。
　なお、国においては、「補正予算依存からの脱却」を目指し、新しい枠組みでの
当初予算編成が行われる見込みであり、本県もこれに対応した予算編成としていく
こととする。
　各部局においては、こうした点を十分に理解した上で、地域及び関係団体等から
の要望に真摯に耳を傾けるとともに、国の予算編成の動向にも十分留意した上で、
部局調整案を取りまとめるよう通知する。

第１　令和９年度当初予算編成方針

１　基本方針
（１）しずおかウェルビーイングプランが目指す「幸福度日本一の静岡県」に向け
　　　た重点施策の推進
　　　ＡＸ・未来への成長投資や、安全・安心を支える体制づくり、官民連携の更

なる展開など、しずおかウェルビーイングプランが目指す「幸福度日本一の静
岡県」に向けた重点施策を推進する。



（２）財政健全化
　　　将来を見据えた健全な行財政運営を実現するため、不断の見直しに取り組

み、中期財政計画工程表の枠組みを堅持する。

・資金手当債の発行抑制　　　　　Ｒ９当初：３０億円（Ｒ８比：△２０億円）

・県債残高の縮減　　　　　　　　Ｒ10末残高：Ｒ６末比△３００億円以上

・令和10年度以降活用基金の確保　２５５億円以上（Ｒ９当初予算編成後）

（３）国の「補正予算依存からの脱却」への対応
　　　国の予算編成方針の転換に積極的に呼応し、近年は国に合わせて補正予算で

対応していた事業についても、当初予算に計上することで計画的かつ効果的に
実施する。

（４）年度にとらわれない予算執行の仕組構築
　　　工事等の発注の弾力化や、投資計画（地域未来戦略など）に見合う予算・財

源の明示等により、県内の経済活動の活性化を図る。

２　財政収支の試算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　   (単位：億円)

　　

　　〔試算の前提〕
　　◯ 国の「令和９年度地方財政収支の仮試算」を踏まえて試算

　　　　



　  ◯ 不断の見直し△５０億円は歳入・歳出に反映

　〔工程表との差〕

　  ◯ 歳入　・一般財源総額の増

　  ◯ 歳出　・Ｒ８給与改定の影響による人件費の増

　　　　　　 ・金利上昇に伴う公債費（利子）の増

　 　　　　  ・労務単価上昇や物価高騰による委託料等の増

３　収支差解消に向けて

４　部局調整案の提出基準

区 分 提出基準

・政策パッケージ推進枠

次に示す上限額の範囲内（一般財源ベース）
・政策分野指定型　１億円／部局
・政策立案強化型　２千万円／事業
・企業提案型　　　同上
・職員提案型　　　同上

・義務的経費
・義務的経費に準ずる経費
・税収関連法定経費
・年次計画経費（債務負担）

試算値の範囲内
（特殊事情により試算値を超過する場合は、事前
　協議の上提出）

・政策的経費
・年次計画経費（債務負担以外）

別に示す部局ごとの一般財源を上限とする

・補正予算依存からの脱却枠
各省庁の概算要求を踏まえた所要額
（上記区分の各事業の試算値を超過する部分）

・一般公共・直轄 別に示す提出基準による
・起債関連経費 別に示す県債及び一般財源の範囲内

５　留意点
令和９年度当初予算編成に際し、「飲食料品消費税率の臨時的な引下げ及び就

業者負担軽減支援金の導入」や「補正予算依存からの脱却（投資的経費）」な
ど、国の予算編成における取扱いが不確定な要素が多い。
今後の国の予算編成の動向、地方財政対策、経済・物価動向、本県の税収の状

況等によっては、予算編成全体のフレームを見直す場合がある。





　第２　提出に当たっての留意事項

　一　歳入・歳出の不断の見直し

　「静岡県庁ＬＧＸ宣言」の視点に立ち、歳入・歳出の不断の見直しに取り組み、
中期財政計画工程表の枠組みを堅持する。 なお 、 見直 しに 当 たっては 、 現場 のニー
 ズ 等 を 十分 に 把握 し 、 関係団体等 とよく 調整 すること。

静岡県庁ＬＧＸ宣言 見直しテーマ

経営感覚を持ち、将
来世代に対して責任
を負う

◎将来世代に対して責任を持った財政運営

・定員適正化計画や県有施設の総量適正化の着実な推進
・投資的経費のあるべき水準の設定
・外郭団体の評価、方向性決定

税金を無駄にしない

◎県全体の事務事業について不断の見直し

・県単独補助金の見直し
・会計年度任用職員の集約化
・公債費の見直し（発行年限の短期化等）
・決算乖離の是正、類似事業の統合　等

前例踏襲や役所の常
識にとらわれず新し
いことに挑戦する

◎未来への投資を推進するための新たな財源を確保

・国庫獲得やネーミングライツの活用等の強化
・ふるさと納税やクラウドファンディングの獲得強化
・指定管理施設の利用料金改定、受益者負担の適正化
・基金運用方法の見直し

巧遅より拙速
◎ＡＩ活用による行政サービスの効率化

・主要事務への導入を通じた行政の生産性向上

人を活かす

◎民間活力の活用

・コストのかけ方や実施手法の見直し
・官民連携手法の導入拡大（ＰＦＳ、ＰＦＩ等）

二　年度にとらわれない予算執行の仕組構築

　国の「令和９年度予算の概算要求に当たっての基本的な方針」に呼応し、年度に
とらわれない予算執行の仕組みを構築し、投資等を通じた県内経済の活性化を促
す。

１　工事・システム構築等の発注の弾力化
月ごとの工事実施量の平準化や閑散期の契約発注による事業費の縮減など、予

算年度にとらわれない適切なタイミングでの発注を加速化するため、債務負担行
為の設定等を積極的に活用する。

　　　２　投資計画に見合う予算・財源の明示
　・地域未来戦略に沿った県の投資に対する事業者等の予見可能性を高め、県内外
　　からの民間投資を大幅に増加させるため、「地域未来戦略実現フレーム」の静
　　岡県版を策定、公表していく。　
　・「地域未来戦略実現フレーム」の静岡県版の策定に当たっては、国の施策に呼
　　応して新設した地域未来基金等を活用し、複数年度にわたる予算規模を明記し
　　た上で、民間事業者による投資の吸引力を高めるため、複数年度に渡る大型プ
　　ロジェクト等について、債務負担行為や継続費の設定を検討する。

　　（参考）国の考え方
　　　　　・国は「強く豊かな日本」投資枠を設定し、国内投資を通じた潜在成長率の引



　　　　　　上げに向けて、日本成長戦略や地域未来戦略などを踏まえた効果の高い政策
　　　　　　を推進することとしている。
　　　　　・また、予見可能性の高い複数年度にわたる事業費及び予算規模を明記した
　　　　　　「地域未来戦略実現フレーム」(仮称)を策定することとしている。

　　　三　歳入

　歳入については、厳しい財源環境を勘案の上、より一層の増収努力を行うととも
に、新規の財源確保についても積極的に検討すること。
　特に、国庫支出金等の財源活用を改めて徹底すること。その上で、こうした財源
が活用できない場合において、はじめて、県の一般財源を使うこととすること。

１　県税
県による徴収強化や市町と連携した個人住民税の税収確保対策に取り組み、県

税収入率の向上と収入未済額の縮減を図ること。
また、経済状況や企業動向等を適切に反映し、国が公表する経済の見通しや地

方財政計画と整合を図るなど、税収算定の精度を向上すること。

２　国庫支出金
（１）概算要求の内容や国庫補助金等の制度改正を確認し、活用可能な制度を洗い

出した上で、その後の予算編成の動向を注視し、積極的に活用すること。特
に、国の予算編成方針の転換に伴い、各省庁の概算要求が例年と異なる点に留
意すること。

　　　活用に当たっては、国の予算額や過去の内示状況等について十分に情報を収
集し、過大な計上とならないよう的確な見積りに努めること。

　　　 各事業 の 国庫補助金 の 充当状況 を 確認 し 、 例年 ２ 月補正 で 国庫補助金 の 増額
 補正 を 行 っているものは 、 当初予算 から 充当 すること。

（２）脱炭素やデジタル化関連など、複数の省庁に同種の制度が設けられている場
合もあることから、幅広に情報を収集し、活用を図ること。

（３）地域未来交付金を積極的に活用すること。なお、同交付金の活用に当たって
は、各タイプの取りまとめ課（企画課、デジタル戦略課、危機政策課）と調整
した上で、新規申請事業・継続申請事業のいずれも同交付金を財源に充当して
部局調整案を提出すること。

３　使用料及び手数料
（１）使用料及び手数料については、受益者負担の原則に立って常に見直しを行

い、その適正化を図ること。対象となる事務については、所要経費の縮減を図
ることにより、行革努力の県民への還元に努めること。

（２）現在、使用料及び手数料を徴していない行政サービス（セミナー参加費、イ
ベント出展料等）についても適正な負担を求めること。

（３）地方公共団体の手数料の標準に関する政令等により標準額等が示されている
手数料のうち、標準額と異なるものについては、適正化を図ること。また、そ
の他の使用料及び手数料についても、対象、範囲、減免規定の見直しを行い、
適正化を図ること。

４　財産収入
（１）土地、建物等の財産については、財産評価額の適正化を図り、維持管理費等

を勘案した貸付料を徴収すること。
（２）土地、建物等の財産で、遊休化し、利用見込みのないものについては処分計

画を策定し、進捗管理を徹底するなど、財産管理課とも連携して積極的に処理
を進めること。

（３）処分の検討に当たっては、売り払いを原則とするが、民間等への貸付を含
め、早期処分に向けて幅広く検討すること。

（４）各部局所管の出先庁舎等については、余裕床を活用した貸付を検討するな
ど、ファシリティマネジメントの考え方の下、未利用財産の利活用を進めるこ
と。

５　分担金及び負担金



分担金及び負担金については、受益と負担の適正化の見地から改善に努めるこ
と。
特に、国所管公益法人等の団体への負担金のうち、法令義務のない負担金につ

いて、目的や費用対効果を検証し、廃止や減額等の見直しを行うこと。

６　寄附金
（１）地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）については、企画課と調整し、積

極的に活用すること。
（２）先進事例を参考に、クラウドファンディングを活用し、事業の趣旨に賛同す

る県民からの寄附を募るなど、これまで以上に積極的な寄附金の確保に努める
こと。

７　県債
県債については、事業の適債性を検討するとともに、対象、充当率等は、当

面、令和８年度の同意等基準などにより的確に見積もること。なお、令和９年度
の県債の活用については、地方財政対策の状況等を十分見極めながら検討するも
のとする。
（注）詳細については、別途指示する。

８　その他
（１）貸付金、家賃収入等の税外未収債権について、目標額を設定し徴収強化を図

ること。
（２）「県有施設の稼ぐ施設への転換」を図り、県有施設等へのネーミングライツ

の導入、県有施設の民間への一時貸付け、自動販売機の設置者の公募、庁舎内
への民間広告の掲出など、歳入確保に積極的に取り組むこと。

四　歳出

　歳出については、政策評価や決算状況等を踏まえ、既存事業を積極的に見直すこ
と。

１　数値目標及び事業終期の設定
　　新たに実施する事業については、数値目標を設定し、その上で、目標達成に向
けた事業計画を作成し、必ず終期を設定すること。終期の設定がない事業につい
ては、原則３年で調整することに留意すること。

２　政策パッケージ推進枠
　　政策パッケージ推進枠は、 一 つの 事業 として 明確 に 説明 できる 事業 とするこ
 と 。 一体 として 政策効果 を 発揮 する 構成 の 事業 を 対象 としていることから 、 部分
 的 なメニュー 新規 や 複数 のメニュー 事業 の 集合体 は 対象外 であることに 留意 する
 こと。

３　人件費
（１）人件費の積算は、令和８年10月１日現員を基にして、定員適正化計画を踏ま

え、別途人事課が指示する定数の上限に基づき、現行制度で算定した年間所要
額とする。
（注）積算の細部については、別途指示する。

（２）退職手当の積算にあたっては、定年の段階的引き上げに伴い、１年おきに定
年退職者が発生する点に十分留意すること（令和９年度末は、令和８年度末と
異なり定年退職者が生じない）。また、早期退職者の把握に努め、適切に積算
すること。

（３）業務の特性から、民間部門の技術や創意工夫など、その活力に委ねることが
適切なものについては、アウトソーシングを積極的に推進すること。

４　国庫関連経費
（１）国庫補助事業についても県の負担を伴うことを考慮の上、効率的な事業の選

択に努めるとともに、制度改正等の概算要求内容を十分確認し、その後の動向



を的確に把握して、適切な見積りを行うこと。また、国の予算縮減率を上回っ
て調整する場合もあるので、国への要望に当たっては、このことを踏まえた適
切な対応を図ること。

なお、一般財源化されるものを除き、国が縮減、廃止した事業を県費で補完
し、または、県単独で代替することは原則行わないものとする。

（２） 国 の 補正予算依存 からの 脱却 に 対応 する 経費 については 、 各省庁 の 概算要求
 等 を 基 に 該当事業 を 十分 に 確認 した 上 で 、 所要額 を 「 補正予算依存 からの 脱却
 枠 」 で 要求 すること。なお、当該経費が補正予算依存からの脱却分に該当する
か概算要求等の資料で判然としない場合は、国に確認した上で該当する経費に
ついて要求すること。

（３）事業の選択に当たっては、既に実施している事業を含めて、本県への適合
性、事業効果、費用負担について十分検討すること。

（４）全額国庫支出金の事業についても、事業ごとに人件費を含めた収支バランス
を検討すること。

（５）超過負担を伴う事業については、国に対し、その解消を強く要請するととも
に、事業の実施方法について創意工夫すること。

（６）国が概算要求において、補助単価の引下げ、補助対象の限定、縮小、上限の
設定、廃止、補助総額の縮小等をしたものについては、概算要求に基づく制度
で積算すること。

（７）令和８年度で終了する国基金事業については、原則として、国基金活用前の
一般財源を基準に事業を再構築すること。又は基金に代わる国庫財源等の確保
に努めること。

５　基金を財源とする事業
（１）基金充当事業の対象範囲の拡大や果実運用型基金の直接事業充当など、基金

の有効活用について積極的に検討すること。
（２）長期間活用されていない基金については、設置の必要性を含めて検討するこ

と。
（３）国基金事業については、その趣旨に鑑み、積極的な活用を図ること。

６　行政費
（１）行政費については、ＡＸによる事務処理システムの改革、オンライン化等を

踏まえ、ペーパーレス化の更なる推進や、管理経費、旅費等の徹底した見直し
を行い、経費の節減を図ること。

（２）委託事業については、委託内容も含め、費用対効果の検証を徹底するととも
に、競争性、透明性、公平性の確保の視点による的確な見積りを徹底するこ
と。

（３）イベント・大会等については、費用対効果を改めて検証すること。他団体と
の共催等により、既に実施を決定している場合など、やむを得ず実施する場合
は、オンライン化などへの実施方法の転換や、開催規模の縮小、配布物の見直
し、参加者負担の導入など、開催実績・費用対効果等を踏まえた上で、徹底し
て実施方法を見直すこと。また、その必要性を十分に整理し、想定される効果
を明確に示すこと。

（４）広報・啓発については、費用対効果を改めて検証し、啓発手法の見直しや閲
覧回数が低いＷｅｂサイトの廃止等を進め、積極的な民間活用など効果的な手
法への転換を進めること。実施したいと考えるテレビ・新聞の広告などの比較
的高額な広報については、その必要性を十分に整理し、想定される効果を明確
に示すこと。

（５）庁舎管理委託等の入札について、国の方針である「地方公共団体の発注にお
ける適切な価格転嫁の実現」に向けて、低入札価格調査制度や最低制限価格制
度等を適切に運用するとともに、未導入の場合には制度導入すること。

７　県有施設の建築、修繕費等
県有施設のあり方検討や投資的経費の水準検討の結果に基づき、年次計画を適

切に計上すること。
なお、年度にとらわれない予算執行の仕組構築の考え方に沿い、発注の時期に

ついては、建築企画課等と調整すること。



８　公共工事の生産性向上及び適切な積算
（１）公共工事における生産性向上に向け、引き続き、品質とコストの最適化を図

ること。
（２）需給の状況、原材料費及び人件費等の最新の実勢価格等を踏まえた適切な予

定価格の作成など、物価上昇を踏まえた価格転嫁の徹底を図ること。
（３）民間部門の創意工夫等により維持管理経費を含めた総経費の軽減が図られる

ものについては、ＰＦＩによる整備を検討すること。

９　事業見直し
　　 定員適正化計画 により 令和10 年度当初 までに 職員数 を50 人減少 させることか
 ら 、 仕事量 の 増加 を 抑 えるためには 事業 の 廃止 が 必要 であることを 十分認識 し 、
 新規事業 の 人工 に 見合 う 事業 の 廃止又 は 仕事 の 効率化 を 実現 すること。

（１）ＡＸの推進
　　　ＡＩ、ＲＰＡ等の新たな技術の積極的な活用によって、経費の削減・業務の

軽減等を進めること。
（２）類似事業の統廃合
　　　目的が類似する事業について統廃合を進め、事業本数を概ね10％削減するこ

と。
（３）補助金等の見直し

　　　　　・目的・目標に対する貢献度が不十分な補助金の廃止、重複・類似している補
　　　　　　助金の整理統合、市町向け付増補助金の見直し、事務負担に対する効果が小
　　　　　　さい少額補助金の廃止・見直しなど、補助金のサンセット方式の徹底、見直
　　　　　　しを図ること。
　　　　　・特に県単独補助金については、事業の成果、地方分権や社会情勢の変化によ
　　　　　　る国、県、市町、民間等の役割分担の観点から、適切な補助率や補助額を設
　　　　　　定するとともに、補助対象者が補助金により収益を得た場合、県に対して収
　　　　　　益の一部を納付する制度の導入の検討又は運用の徹底を図ること。

（４）外郭団体への財政的関与の見直し
　　　外郭団体への財政的関与は、行政経営課による見直し方針を踏まえ、外部の

視点による不断の検証を行い、見直しを進めること。
　　　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（平成19年法律第94号）に基

づき、公営企業や第３セクター等も含めた健全化指標である将来負担比率を公
表しており、引き続き、外郭団体の点検評価等を踏まえて、外郭団体の運営の
健全性を確保するとともに、県からの補助金や委託料の見直しを図ること。

　　　また、「第三セクター等の経営健全化方針の策定について」（平成30年2月
20日付け総財公第26号通知）で定める、経営健全化方針の策定の対象となった
団体については、その健全性の確保に向けた見直しを進めること。

10　債務負担行為及び継続費
月ごとの工事実施量の平準化や閑散期の契約発注による事業費の縮減など、予

算年度にとらわれない適切なタイミングでの発注を加速化するため、後年度の財
政負担や年次計画を的確に見積もった上で、債務負担行為及び継続費を積極的に
活用すること。

11　部局間における調整等
（１）次に該当する事業については、全庁的な施策の整合性、総合性を必要とする

ので、とりまとめ担当課等と十分調整を行った上で、部局調整案の提出を行う
こと。



　　　
（２）各地域局からの提案を踏まえて、地域課題への的確な対応を図ること。

12　新たな市町負担を伴う事業等
法令の規定に基づく経費の負担区分が定められていない事業で、新たに市町の

負担を伴う事業や負担が増加する事業については、部局内の立案段階及び予算編
成作業の進捗に合わせ、市町行財政課及び各地域局等と十分な連携を図ること。
また、法令等の規定の有無にかかわらず、政令指定都市を含む市町に対して事

前に十分な説明を行い、理解を得た上で提出すること。

13　その他
県議会決算特別委員会の意見や、定期監査において３Ｅ（経済性、効率性、有

効性）の視点から意見のあった項目等について、改善に向けた検討を行い、予算
編成に適切に反映させること。

五　特別会計及び企業会計

１　特別会計、企業会計についても、一般会計に準ずるものとする。

２　繰出基準については、従来の考え方にとらわれることなく、会計ごとの対象範
囲や受益者負担について適切な見直しを行うこと。

３　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく健全化判断比率の公表
が義務付けられ、全会計ベースでの中長期的な財政運営の健全性の確保が重要で
あることから、中長期収支計画を作成し、収支の改善に努めること。

第３　提出期限等

１　予算調書の提出期限
　　令和８年10月30日（金）
　　（人件費、特別会計、企業会計は別途指示する）

２　様式等



　　別紙様式のとおり
　　なお、記載要領に留意し、記載誤りのないよう注意すること。

３　予算編成日程（予定）
　　知事記者発表　　令和９年２月８日（月）


